
10月26日　大阪大学歴史教育研究会　コメント 

「高校世界史」と「認識としての世界史」：指導要領と世界史探究の教科書から 

横浜国際高等学校 徳原拓哉 

本日の問い：なぜ、私たちは「岩波講座14巻」を手にしてなお、主体としてのヨーロッパ、客体
としての「アメリカ」の認識を手放し得ないのだろうか。 

わたしたちの多くが、たとえ一七世紀人とはいえ、「西洋」の観察者たちは現代人の初期ヴァージョンにす
ぎないと当然のごとくみなしている。そしてアメリカ先住民については、本質的に異質で、おそらく未知の
他者であると、当然のごとく考えている。しかし、実際には、多くの点で、これらのテキストの［ヨーロッ
パ人］著述家たちは現代人と、似ても似つかない存在である。個人的自由や男女の平等、性にかんする態度
や民衆の主権――さらには深層心理にかかわる理論においてすら――、一七世紀のヨーロッパ人よりもアメ
リカ先住民の態度のほうが、はるかに本書の読者のそれに近いだろう。 

デヴィッド・グレーバー,デヴィッド・ウェングロウ. 『万物の黎明～人類史を根本からくつがえす～』 p.80 

１.　「実体としての世界史」と「認識としての世界史」 
・重要な問い：いつ「認識的世界史」を想像できるようになったのか 
 →indigenous peopleとの出会いが、ヨーロッパにもたらした「想像力」 
・「実体としての世界史」と「認識的世界史」：歴史教科書においては？ 
 →「世界」に対する想像力：「実体としての世界史」を中心とした記述 
・本書の掲げる二つの問い 
 ①先スペイン期の南北アメリカの独自性とはいかなるものだったか 
 ②南北アメリカ大陸から「実体としての世界史」をみると、「認識としての世界史」にア 
 　メリカが統合されなかったことをどう評価できるのか。 
  
２.　「記述」としてのヨーロッパ中心、「認識」としてのヨーロッパ中心 
・”From the bottom up”の視点と”Indigenous People”を主体とした歴史記述 
⇔学習指導要領、教科書との認識レベルでの剥離 

スペインとポルトガルの活動については……世界の経済的な結び付きが進んだことを扱う。一 
方，……アメリカでは，スペイン人によりアステカ，インカ両帝国が滅ぼされ，ヨーロッパ人の
入植と開発が南北アメリカ 大陸でそれぞれ進行し，先住民社会は変容を余儀なくされたことにも
触れる。  

・指導要領：「を扱う」と「にも触れる」という言葉に現れる歴史認識 
「西北ユーラシアを中心とした世界の結合」　　＞　　「結びついた結果としての地域の変容」 
「アメリカ」の立ち位置： →「征服」の客体、「独立」の客体   
　→ 南アメリカにおいても、ヨーロッパ人→indigenous peopleという２重の疎外 



・教科書記述の変容（大幅な記述増加）：「山川詳説世界史B」→「山川詳説世界史探究」 

「「山川詳説世界史B」」 
アメリカ大陸には先住民による諸国家が形成されていたが、スペイン王室は、「征服者」(コンキ
スタドール）の率いる軍隊をアメリカ大陸に送り込み、まずコルテスが1521年に明日てか王国を
破ってメキシコを征服した。ついで33年、ピサロがインカ帝国を滅ぼし、首都クスコを破壊した
のち、新しい首都リマを建設した。エンコミエンダ制が導入されたスペインの植民地では、聖職
者ラス＝カサスのように、先住民の救済につとめた人物も一部には存在したが、多くの場合、抵
抗を続ける先住民を植民者が労働力として酷使した。またヨーロッパから伝染病がもたらされた
結果、先住民の人口は激減した。 

「山川詳説世界史探究」 
　コロンブス以降に中南米へ上陸したスペイン人の「征服者」（コンキスタドール）たちは、先
住民の文明の豊かな財宝を知ると、その略奪に熱中した。「征服者」は少人数だったが、火器や
騎兵を駆使し、また先住民の被差別部族の反乱を煽って、コルテスがメキシコでアステカ王国
を、続いてピサロがペルーでインカ帝国を滅ぼした。 
　財宝を奪い尽くすと、「征服者」たちは王室の認可を受けて、キリスト教布教の義務と引き換
えに先住民を使役し、彼らに貢納・賦役を課した（エンコミエンダ制）。 
（中略） 
　このようにして、中南米はスペイン・ポルトガルの広大な植民地となり、そこでは副王（総督）
をはじめとする本国から派遣された官僚と、「征服者」に変わって新たに入植し、黒人どれいを
用いた大農園（プランテーション）を開発・経営する白人地主の２者を支配集団とする社会が確
立されていった。また、支配された先住民・黒人の間にもカトリックの信仰が広まった。… 

・主体の大きな変化＝「ヨーロッパ王室」から「征服者」や「入植者」へ 
・「ヨーロッパ」の延長としての「植民地」→独自の社会形成としての「植民地」へ 
・変化しない主体＝「～される」客体としての先住民社会  

３.　統合されない南北アメリカ 

【指導要領】
（2） 「古代文明の歴史的特質」では，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，
古代文明の歴史的特質を理解できるようにする。 （3） 「諸地域の歴史的特質」では，
諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，東アジアと中央ユーラシア，南アジアと
東南アジア，西アジアと地中海周辺の歴史的特質を理解できるようにする。 これらの学習
を通して，諸地域の歴史的特質の形成について理解できるようにする

  
・古代文明の特質：教科書記述において、各地域の文明の中に古代南北アメリカを組み込む動き
が目立つ＝比較の中でアメリカの古代文明の特質を捉えるという試み 
・一方で、その比較は、指導要領レベルにおいても、「地域」形成の比較には及んでいない。 



４.「若さ」と「劣等」 

18世紀に入ると、ビュフォン、ヒューム、ヴォルテール、レナール、ドゥ・ポーといった啓蒙主
義者たちが、南北アメリカではその「若さ」や気候のせいで、動植物だけでなく人間までもが旧
世界と比べて劣等であると主張した。南北アメリカをヨーロッパに教えを乞うべき「未成熟」の
カテゴリーに囲い込むことで、若い大陸を文明化する義務と権利を正当化するイデオロギーをア
メリカニズムと名づけると、アメリカニズムこそ近代オリエンタリズムの原種と言えるのではな
いか。それゆえに、南北アメリカの古代文明を組み込んで世界史を書き換えることが阻まれたの
だ。「新世界」という呼称には、旧世界がその歴史を奪うためのメカニズムが秘められていた。 
安村直己(2023)「南北アメリカ大陸から見た世界史」, 『岩波講座　世界歴史14 南北アメリカ大
陸　～17世紀』 

・（グレーバー含め）これらのことが問い直すこと：”私たち”の「世界」・「文明」認識が、い
かに南北アメリカを「若い」と「劣等」という二つの形容によって形成されてきたか＝”近代ヨー
ロッパ”なるものを根底で支える「認識としてのヨーロッパ」が、南北アメリカの他者化によって
成立している。 
・認識レベルでの「近代ヨーロッパ」ないし、その要素が、ヨーロッパの個別的説明からでは説
明ができない。 
⇔指導要領・教科書の構成ではどうなっているか 

指導要領 
産業革命と環大西洋革命については，イギリス産業革命に始まる経済構造の変容を背景に，アメ
リカ合衆国の成立やフランス革命，ラテンアメリカ諸国の独立などの政治的変革が進み，西ヨー
ロッパとアメリカ合衆国に近代民主主義社会が成立したことを扱う。 

山川「新世界史」 
第13章「新国家の建設と世界市場の形成」 
２.ラテンアメリカとカナダ・オーストラリア・ニュージーランド 
「ラテンアメリカの独立」 
　ラテンアメリカの植民地では、アメリカ合衆国の独立およびフランス革命に刺激されて、独立の
機運が高まった。宗主国スペインがナポレオンに占領されたことも独立うんどう開始の契機と
なった。独立運動が軍事的に成功したのは、イギリスが1815年以後、独立を公然と支援したから
でもあった。1804年にフランス領はハイチが…中略…。 
　植民地時代のメキシコなどラテンアメリカ諸国では、本国生まれの少数の白人が社会の最上層
を占め、官職も独占していたが、経済的な実権を持ったのは植民地生まれの白人（クリオー
リョ）の大地主であり、独立運動は主にこの階級によって担われた。また、メスティーソや先住
民（インディオ）の独立運動も強力であったが、白人はこれを抑圧しながら、本国の自由化の機
会を捉えて独立した。…中略… 
　独立後も地主支配の不平等な社会構造は変わらなかった。また、旧スペイン領では、地域間の
不一致に加え、ラテンアメリカ諸国の統一を望まないイギリスの影響力も原因となり、多数の独
立国に分裂することになった。政治的に独立したのちもクーデタなどによる政変が多く、不安定
な政治が続いた。経済面ではコーヒー・砂糖・バナナなどの農産物や鉱産物が主たる輸出品であ
り、イギリス・合衆国の市場に依存した。ただし、文化面では、宗主国の文化、インディオ文化、
黒人文化の融合により、独自のラテンアメリカ文化が形成された。…以降略… 



・植民地の文化・国家形成における独自性への認識 
・植民地とその他地域の接続による構造的搾取関係への記述 
・独立運動の複数性⇔クリオーリョ層の優位という複層性 
＜一方で＞ 
・ヨーロッパと南北アメリカとの相互接続は、北アメリカ（植民地）についての記述、コロンブ
ス交換や経済的搾取関係といった「実体としての世界」記述にもどつく 
・いかなる形で、他者との出会いが「認識としての世界」を形成していったかは難しい 

５.　可能性としての３つの方向 
 ・「もっと南アメリカの内容を」という議論 
  ▷世界史の過積載問題への再舗装 
  ▷実体としては、記述は増えている 

 ・指導要領/教科書への照射＝「世界史探究」が作る/目指す世界認識とはなんなのか？ 
  ▷「グローバル化」した世界に至る構造とその変容の記述＝理念とは別に記述とし 
 　　　　　ては「実体としての世界史」を中心に編成。 
  ▷「認識としての世界」という「視点」の問題をどう編成可能か 
  ▷「実質的世界史」は記述できていても「認識的世界史」のレベルにおいては、各 
  　  地域は孤立し続けている。「啓蒙」といった世界の認識の仕方「を産んだヨー 
  　  ロッパ」 

 ・立場性、複雑性をテーマとした記述 
  ▷いつも繰り返される議論：「高校生には難易度が高いのでは？」  
  　は本当か？ 
  
  ▷パブリックな言説空間で飛び交う「いいこともしたじゃないか」論レベルの言説 
  　→構造化≠単純化なはずだが、、、、、 

筆者（北條勝貴）は、現代列島社会においてパブリック・ヒストリーを実現してゆくためには、
まずは（１）ヒストリカル・パスと(historical past)とそれを生み出す歴史研究者の非特権化、(2)日
本におけるプラクティカル・パスト(practical past)の発見の２点を＜運動＞として展開すべきと考
えている。…中略…プラクティカル・パストはリヴィジョニズムと時に蜜月をつむぎ、そうでなく
とも現状を追認し正当化する方向へ流されがちになる。それを抑止するには、非特権化された歴
史研究者の社会的役割が重要になろう。

・アカデミズムー非専門家＝という構造で捉えきれないAuthorityの複層性
▷構造化ないし「わかりやすく」された「教室空間の歴史」⇔現代的なプラクティカル・パストの
一塁系としての「ネット言説」 

﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅ ﹅



資料A　学習指導要領（抜粋） 

Ｂ　諸地域の歴史的特質の形成 

この大項目では，歴史的に形成された諸地域の多様性を，諸資料を比較したり，関連付 

けたりして読み解き，多面的・多角的に考察し表現する活動を通して，諸地域の歴史的特 
質の形成を理解することをねらいとしている。そのため，「諸地域の歴史的特質への問
い」， 「古代文明の歴史的特質」，「諸地域の歴史的特質」の三つの中項目から構成さ
れている。 （1） 「諸地域の歴史的特質への問い」では，資料から情報を読み取ったり
まとめたりする 技能を身に付けるとともに，諸地域の歴史的特質を読み解く観点につい
て考察して問い を表現し，この大項目全体の学習に対する課題意識や見通しをもつように
する。 （2） 「古代文明の歴史的特質」では，諸資料を比較したり関連付けたりして読
み解き，古代文明の歴史的特質を理解できるようにする。 （3） 「諸地域の歴史的特
質」では，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解き，東アジアと中央ユーラシア，
南アジアと東南アジア，西アジアと地中海周辺の歴史的特質を理解できるようにする。 こ
れらの学習を通して，諸地域の歴史的特質の形成について理解できるようにする。

Ｃ　諸地域の交流・再編 

この大項目では，諸地域の複合的・重層的なつながりを，諸資料を比較したり，関連付けたりし
て読み解き，多面的・多角的に考察し表現する活動を通して，諸地域の交流・再編を構造的に理
解することをねらいとしている。
そのため，「諸地域の交流・再編への問い」，「結び付くユーラシアと諸地域」，「アジア諸地
域とヨーロッパの再編」の三つの中項目から構成されている。 

（2） 「結び付くユーラシアと諸地域」では，諸資料を比較したり関連付けたりして読み解くな
どして，海域と内陸にわたる諸地域の交流の広がり，諸地域の交易の進展とヨー ロッパの進出を
構造的に理解できるようにする。 

（2） 結び付くユーラシアと諸地域 
この中項目では，日本の動向も視野に入れて，主題を設定し，諸資料を比較したり関連付けたり
して読み解き，諸地域へのイスラームの拡大の要因，ヨーロッパの社会や文化の特色，中国社会
の特徴やモンゴル帝国が果たした役割，アジア海域での交易の特徴，ユーラシアとアメリカ大陸
間の交易の特徴とアメリカ大陸の変容などを考察したり表現したりして，海域と内陸にわたる諸
地域の交流の広がり，諸地域の交易の進展とヨーロッパの進出を構造的に理解することをねらい
としている。

【小項目（イ）】
スペインとポルトガルの活動については，両国が海洋進出を進め，アフリカ，アジアや アメリカ
に対して積極的な対外進出を行ったこと，その結果実現したアジア貿易への参入 や，大量のアメ
リカ銀の流入により，世界の経済的な結び付きが進んだことを扱う。一 方，このようなヨーロッ



パ諸国による積極的な対外進出の結果，アメリカでは，スペイン人によりアステカ，インカ両帝
国が滅ぼされ，ヨーロッパ人の入植と開発が南北アメリカ 大陸でそれぞれ進行し，先住民社会は
変容を余儀なくされたことにも触れる。  

以下は，スペインとポルトガルの活動について，課題（問い）を設定した学習の例であ る。 例：
スペインとポルトガルの活動について，課題（問い）を設定した学習 例えば，「スペイン・ポル
トガルは，なぜアジア・アフリカ方面やアメリカ大陸に向け て海外進出を進めたのだろうか」な
どの，推移や展開を考察するための課題（問い）を 教師が設定する。生徒は，諸資料を活用し
て，スペイン・ポルトガルの海上進出の要因 を読み取ったり，ユーラシアとアメリカ大陸間の交
易の特徴について考察したりして， スペイン・ポルトガルによる征服活動の特徴を理解する。 次
に，「あなたは，スペイン・ポルトガルによる海外進出が世界の歴史にもたらした結 果として，
最も重要なことは何だと思うか」などの，事象を比較し関連付けて考察する ための課題（問い）
を設定し，アメリカ大陸を含めた交易が始まったことの意義につい て多面的・多角的に考察し，
表現する。

（2） 世界市場の形成と諸地域の結合 この中項目では，日本の動向も視野に入れて，主題を設定
し，諸資料を比較したり関連 319 ５ 世界史探究 付けたりして読み解き，産業革命や環大西洋革命
の意味や意義，自由主義とナショナリズ ムの特徴，南北アメリカ大陸の変容，労働力の移動を促
す要因，イギリスの覇権の特徴， アジア諸国の変容の地域的な特徴などを考察したり表現したり
して，国民国家と近代民主 主義社会の形成，世界市場の形成とアジア諸国の変容を構造的に理解
することをねらいと している。

産業革命と環大西洋革命については，イギリス産業革命に始まる経済構造の変容を背景に，アメ
リカ合衆国の成立やフランス革命，ラテンアメリカ諸国の独立などの政治的変革が進み，西ヨー
ロッパとアメリカ合衆国に近代民主主義社会が成立したことを扱う。また，大項目Ｃで学習した
大西洋三角貿易がイギリス産業革命の一要因であったことや，大西洋三角貿易によって従来から
大西洋両岸の結合が強まっていたことが連続した政治的変 革につながったこと，一国の政治変革
が他国での運動を促したことなどに気付くようにす る。

（2） 経済のグローバル化と格差の是正 この中項目では，主題を設定し，諸資料を比較したり関
連付けたりして読み解き，先進 国による経済援助や経済の成長が見られた地域の特徴，諸地域間
の経済格差や各国内の経 済格差の特徴，経済格差と政治や社会の変化との関連性などを考察した
り表現したりし て，格差是正の取組と課題を理解できるようにすることをねらいとしている。



アジア・ラテンアメリカ諸国の経済成長と南南問題については，アジアやラテンアメリカの新興
工業地域が欧米諸国や日本などから技術や資本を導入して，輸出志向の工業化に 乗り出し経済成
長を遂げた一方で，それらの新興工業地域が国内経済格差の拡大や環境問題，さらにはその後の
経済の停滞といった諸課題に直面していることを扱う。また，新た に南南問題と呼ばれる地域間
の経済格差が生じたこと，国際的な経済格差と資源獲得を巡 る国際対立が今日の世界の紛争の背
景になっていることに気付くようにする。

資料B【教科書構成】

帝国「新詳」
第２章　アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出
章の問い：交易の拡大は、諸地域をどのように変えていったのか
第３節　スペインとポルトガルの進出
節の問い：ヨーロッパの海外進出は、世界の諸地域にどのような影響をもたらしただろうか

・アジアの栄華に憧れて
・「一体化の始まり」
・「スペインによるアメリカの開発」

東書「世界史探究」
第２編　諸地域の交流と再編
第11章　第公益時代と世界の一体化
章の問い：第交易時代に、なぜ世界の各地で社会がほぼ同時に大きく変化したのだろうか。ま
た、世界の諸地域間の関係は、前後の時代と比べてどのように特徴づけられるだろうか。
第４節　一体化に向かう世界

・世界周航の達成
・アメリカの征服
・スペインのアジア進出

山川「新世界史」
第3章　諸地域の交流・再編
第11章　ヨーロッパの成長と世界の一体化
章の問い　15世紀ごろからヨーロッパの人々がアジアやアフリカ・アメリカの諸地域に進出する
ことになった要因について、中世ヨーロッパの状況から探ってみよう。


